
結びあう一つのことば、やあ”おはよう

いっそうの充実を

こども会リーダーの講習

　こども会リーダーと育成指導者

の実技講習会が行なわれました，

　この講習会は、こども会活動を

いっそう充実していくために、団

体活動の基本となる技術・実技の

講習を行なうとともに、各こども

会間の親睦を深めることを目的と

して毎年実施きれるものです，

　7月22日、23日の宿泊講習では

こども68名、指導者24名の合計92

名が参加して町教育委員会の菅先

生を中心に、室内ゲーム、集団ゲ

ーム、創作活動、野外活動など各

分野にわたる講習が行なわれまし

たが、参加者全員が終始熱心に受

講していました。

　「活力のある教育の確立一は、

本町の重点施策のひとつであり、

次代を担うこどもたちの人づくり

の一環としても役立っています、

八．月の街を行き交う群集の
昭和53年　8月号第326号

発行／東郷町役場・編集／企画開発課

黙せる顔のなつかしきかな
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め忘れを救済
農業者年金基金法の改正　　㍗
　　　　　　　　覧　　　　‘

納
噛

　
農
業
者
年
金
基
金
法
改
正
法
案
が
、

六
月
六
日
に
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
内
容
は
、

　
①
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ト
実
施
時

　
期
の
半
年
繰
り
上
げ

　
②
保
険
料
の
時
効
完
成
に
よ
っ
て
年

　
金
が
も
ら
え
な
く
な
っ
た
人
の
救
済

　
措
置
の
新
設

の
二
点
で
、
年
金
額
か
今
年
七
月
分
か

ら
六
・
七
％
引
眉
・
・
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
’
）
ま
し
た
。

年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
制

　
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
、
四
十
九
年
の

法
律
改
正
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
て

全
国
消
費
者
物
価
か
五
％
以
上
あ
が
っ

た
と
き
は
、
孕
年
の
一
月
か
ら
そ
の
率

た
け
年
金
額
を
自
動
的
に
引
き
ト
げ
る

と
い
う
も
の
て
、
今
回
の
改
正
は
一
転

年
一
月
一
と
い
う
実
施
時
期
を
国
民
年

金
と
同
様
一
今
年
七
月
か
ら
」
に
繰
り

上
げ
た
も
の
て
す

　
こ
の
た
め
、
保
険
料
納
付
済
み
期
間

が
最
低
の
五
年
て
六
十
歳
～
六
十
五
歳

の
間
で
も
ら
え
る
経
営
移
譲
年
金
の
場

合
で
、
現
行
の
年
額
三
十
四
万
一
干
一
．
一

百
円
か
ら
三
十
六
万
四
干
百
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
．

　
離
農
給
付
金
は
、
今
任
七
月
か
ら
現

行
の
百
二
十
五
万
円
か
百
三
卜
三
万
円

に
、
五
十
四
万
円
か
五
十
八
万
円
に
そ

鶴、’

急、籔

㌦軍

；
㍉

翻
謬

㌣
睡
夢

慧
　
望
庫

慧
翔

口

れ
そ
れ
引
き
」
げ
ら
れ
ま
し
た

時
効
救
済
措
置
の
新
設

　
も
う
ひ
と
つ
の
改
正
内
容
は
、
時
効

救
済
措
置
の
特
例
条
項
の
新
設
で
す

　
こ
れ
は
、
今
回
客
止
の
〃
目
玉
”
と

い
わ
れ
、
制
度
発
足
時
の
P
R
不
足
、

農
家
の
関
心
な
と
の
問
題
も
あ
っ
て
、

当
然
加
入
者
で
あ
う
な
が
ら
保
険
料
未

納
な
ど
の
た
め
年
金
が
も
ら
え
な
く
な

っ
た
相
当
数
の
〃
落
ち
こ
ぼ
れ
”
と
い

わ
れ
る
人
た
ち
の
救
済
措
置
の
規
定
を

整
備
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
正
式
に
ま

「
特
例
納
付
の
実
施
】
と
よ
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
国
民
年
金
で
も
同
様
の
措
置

か
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
農

業
者
年
金
て
も
実
施
に
踏
み
切
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
て
す
。

保
険
料
の
特
例
納
付

　
年
金
（
経
営
移
議
年
金
や
農
業
者
老

齢
年
金
）
を
も
ら
う
た
め
に
は
一
定
期

間
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
か
必
要
て

す
．
こ
の
保
険
料
は
、
二
年
前
ま
て
は

き
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
か
て
き
ま

す
か
、
二
年
を
超
え
た
も
の
は
、
時
効

か
⊥
兀
成
し
て
納
め
る
こ
と
か
て
き
ま
せ

ん
。　

今
回
の
改
正
は
、
こ
の
時
効
が
完
威

し
た
保
険
料
を
特
例
で
納
め
る
こ
と
か

て
き
る
よ
う
に
し
て
、
二
定
期
間
の
保

険
料
納
付
一
と
い
う
条
桝
を
満
た
せ
な

い
た
め
年
金
を
も
ら
え
な
く
な
っ
た
人

を
救
済
す
る
も
の
で
す
．

　
今
回
の
改
正
て
、
未
納
期
間
の
保
険

料
を
今
年
七
月
一
日
か
ら
来
年
十
二
月

＝。

¥
「
日
ま
で
に
納
め
れ
ば
、
年
金
の

受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

保
険
料
は
月
額
三
干
六
百
円
て
す
。

　
こ
の
適
用
者
は

　
誼
現
に
加
入
し
て
い
る
当
然
加
入
者

　
σ
か
っ
て
当
然
加
入
者
ま
た
は
任
意

　
加
入
者
と
し
て
加
入
し
、
そ
の
後
資

　
格
を
喪
失
し
て
い
る
人

　
δ
五
十
一
任
六
月
三
十
日
以
前
の
期

　
間
に
当
然
加
入
資
格
者
（
大
正
五
年

　
一
月
二
日
以
降
に
生
れ
た
人
で
経
営

　
面
積
五
へ
！
ル
以
上
）
て
あ
り
な
か
ら
、

　
い
ま
ま
て
加
入
手
続
》
、
・
を
し
て
い
な

　
か
っ
た
人

て
す

　
ま
た
、
特
例
納
付
て
納
め
る
二
と
か

て
き
る
保
険
料
の
期
周
は
、
制
度
発
足

の
「
四
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
五
卜
一

年
六
月
三
十
日
ま
て
の
間
の
本
人
の
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
か
禾
納

の
ま
ま
時
効
か
完
成
し
て
納
め
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
期
間
一
と
き
れ
て
い
ま

す
．
し
た
が
っ
て
、
四
十
パ
任
一
月
の

制
度
発
足
当
時
か
ら
五
十
．
〃
以
f
の
経

営
継
て
あ
一
な
か
ら
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
人
は
、
四
十
六
任
一
月
分
か
ら
納

め
る
こ
と
か
て
｝
↓
ま
す

　
ま
た
こ
の
場
合
、
回
金
を
も
ら
う
た

め
の
最
低
期
間
た
け
納
め
て
も
女
く
、

未
納
の
全
期
間
を
納
め
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

　
老
後
の
生
盾
の
安
定
の
た
め
に
も
、

該
当
者
は
せ
ひ
こ
の
機
会
に
手
続
｝
、
－
を

し
て
く
た
き
い
　
く
わ
し
く
は
農
協
か

農
業
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
た
き
h

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
）
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蟹
の
特
例
納
付

　
年
を
と
っ
た
ら
た
れ
て
も
年
金
か
も

・
？
凡
る
よ
う
に
　
　
．
国
民
年
金
は
、

こ
ん
な
願
い
を
二
め
て
発
足
し
て
か
ら

イ
九
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．

　
任
金
の
受
給
者
も
日
ご
と
に
増
え
つ

づ
け
、
年
金
の
額
の
増
大
と
あ
わ
せ
て

↓
段
と
身
近
か
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま

し
た

　
と
こ
ろ
か
↓
干
て
は
、
こ
の
聞
に
国

民
伍
金
に
加
入
し
な
か
〔
．
た
り
、
保
険

料
を
納
め
忘
れ
て
い
た
な
と
の
理
由
て

こ
れ
か
ら
先
の
保
険
料
を
完
納
し
て
も

老
齢
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
必
要
期

間
か
満
た
せ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
年
金

制
度
か
ら
脱
落
し
て
い
く
人
が
生
し
て

い
ま
す
．

　
〃
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
も
う
「
度

納
入
の
機
会
を
〃
と
い
う
目
的
て
設
け

ら
れ
た
の
か
一
特
例
納
付
一
制
度
て
す

　
こ
れ
は
、
時
効
（
納
期
か
ら
二
年
を

す
き
た
分
）
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
な
く

な
r
・
た
期
間
の
保
険
料
を
、
一
ヶ
月
四

丁
円
て
昭
和
三
f
六
年
越
て
き
か
の
ぼ

一．

ﾄ
納
め
趣
・
㌔
せ
る
と
い
う
も
の
て
、
昭

和
五
十
三
拝
七
月
↓
日
か
ら
昭
和
九
ヨ

五
年
六
月
．
二
十
日
ま
て
の
闇
川
に
納
胴
め
終

る
こ
と
が
必
要
て
す

す
ぐ
年
金
係
に
相
談
を

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
は
、
す
く
役
場
住

民
課
国
民
年
金
係
に
相
淡
し
て
く
ハ
∫
、
㌔

い
。

※
　
国
民
年
金
の
未
加
入
者
で
、
本
人

　
ま
た
は
配
偶
者
が
厚
生
年
金
、
船
員

　
保
険
、
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
制
度

　
に
未
加
入
の
人
（
強
制
被
保
険
者
）

　
ま
た
、
過
去
に
こ
の
よ
う
な
期
間
を

も
つ
人
も
含
ま
れ
ま
す
、

※
　
国
民
任
金
に
加
入
し
て
い
る
か
、

　
過
去
に
未
納
の
期
間
が
あ
る
人

特
例
納
付
の
で
き
な
い
例

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
や
期
間
に
つ
い
て

は
、
特
例
納
付
が
て
き
ま
せ
ん
，

※
　
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前
に

　
生
れ
た
人

※
　
六
十
五
歳
以
ヒ
の
人
て
、
老
齢
年

　
金
・
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
の

　
あ
る
人

※
任
意
加
入
の
期
間

※
　
保
険
料
が
免
除
き
れ
て
い
た
期
聞

　
な
お
、
六
十
五
歳
以
一
の
人
は
、
ま

納
期
間
を
特
例
納
付
し
て
年
金
を
う
サ

る
期
間
か
で
き
る
と
、
そ
の
翌
月
か
ら

任
金
が
も
ら
え
ま
す
か
ら
、
で
き
る
セ

サ
早
く
納
め
た
方
が
有
利
て
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
納
付
方
法
、
納
付
に
つ

い
て
注
意
す
る
占
“
な
ど
く
わ
し
い
こ
と

は
、
役
場
の
年
金
係
ま
た
は
、
延
岡
社

会
保
険
事
務
所
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て

く
た
さ
い
。

（
延
岡
社
会
保
険
事
務
所
・
佳
民
課
）

で』希体新

農業委員会委員の改選

　
七
月
十
四
日
、
全
国
一
斉
に
農
業
委

員
会
委
員
の
統
一
改
選
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
．
、

　
本
町
も
、
定
員
十
二
名
に
対
し
十
五

名
の
立
候
補
届
出
が
あ
う
、
選
挙
の
結

果
、
つ
ぎ
の
か
た
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
八
日
に
は
四
名
の
選
任
委

員
も
決
ま
り
、
十
六
名
て
構
成
す
る
新

し
い
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

考備名区
年
令

名氏席次三三名区
年
令

名氏席次

学識経験者送任谷坪

農協理事選H：小野田

挙鶴野内

ノノ

〃

瀬
　
　
七

福
　
　
坪

学識経験者選任八重原

挙野田

〃迫野内

58

@
　
6
3
　
　
5
3
　
　
4
8
　
　
2
9
　
　
5
1
　
　
5
4
　
　
4
2

」

美
　
　
義
　
　
義
　
　
正
　
　
昇
　
　
蔵
　
　
美

清
　
　
美
　
　
哲

宗
　
　
福

野
瀬
月
野
原
珈
田
田

気
笙
曲
直
寺
福
吉

9共済理事選任小野田

10

@
　
1
1
　
　
1
2
　
　
1
5
　
　
1
4
　
　
1
5
　
　
1
6

挙選深仲

〃追野内

〃

ノ’

〃

表
　
　
坂
　
　
迫

越
　
　
羽
　
　
寺

ノノ〃

〃坂羽

56

@
　
5
8
　
　
4
4
　
　
5
4
　
　
5
0
　
　
4
9
　
　
4
3
　
　
5
4

誠
　
　
雄

雄

芳
　
　
π
　
　
辰

柳太郎

一

年
　
　
美

九
　
　
丁
　
　
寿

村
谷
藤
田
井
木
木
田

会長木

代理中

石
藤
黒
黒
吉

3
　
　
　
　
4
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
6
　
　
　
　
7
　
　
　
　
8
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，，ヤ曹ニー一

山
林
を
伐
採
し
た
り

譲
渡
し
た
と
き
の
税
金

　
山
林
を
伎
採
し
て
売
r
．
た
う
、
山
林

の
ま
ま
売
る
こ
と
に
よ
・
，
て
生
し
る
利

益
を
山
林
二
一
と
ゴ
ロ
い
ま
す

　
所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
、
一
托
周

の
す
＼
て
の
所
得
を
合
計
し
て
税
金
を

訓
算
す
る
こ
と
に
・
貸
．
て
い
ま
す
が
、

松
、
杉
、
唄
、
〕
の
㌧
、
み
よ
つ
な
樹
木
は
、

伐
採
し
て
売
一
．
た
り
す
る
に
は
長
い
色
、

月
を
要
す
る
た
め
、
山
林
所
得
に
つ
い

て
、
啄
、
所
得
の
一
算
の
際
に
特
別
の
軽

減
か
あ
る
ほ
か
、
他
の
所
得
と
区
分
し

て
特
別
の
方
法
に
よ
る
税
額
の
引
算
を

す
る
こ
と
に
な
（
ノ
て
い
ま
す
．

　
山
外
所
得
の
金
額
の
訓
義
は
次
の
、

算
弍
▼
一
よ
’
）
ま
す
．

　
（
謬
貴
〉
◎
書
）
　
　
（
さ
‡
隠
’
慧

⊇
〔
港
C
、
「
隠
三
〃
3
思
一
一
庸
♂
⇒
爵
π

滲
C
汁
隠
こ
一
）
　
　
（
2
喬
庸
小
s
言
s

二
ξ
猛
μ
淫
C
、
挺
雲
一
）
　
　
（
井
帝
こ
二
芋
弄

苔
）
　
三
享
ミ
電
ε
⇔
憲

　
山
林
所
得
の
特
別
控
除
額
は
、
五
f

力
円
（
特
別
控
除
を
す
る
前
の
残
額
か

五
十
万
円
よ
う
少
な
い
と
き
は
、
そ
の

金
額
）
で
す
．

，
曹

、

「

　
と
こ
ろ
て
、
山
林
を
」
L
地
付
て
売
、

ま
す
と
、
山
林
、
つ
ま
一
迄
木
の
部
分

は
山
林
所
得
て
す
か
、
土
地
の
部
分
は

峨
渡
所
得
と
な
》
ま
す
　
ま
た
、
山
林

を
取
得
し
て
か
ら
五
年
以
内
に
伎
採
し

’
」
↓
冗
つ
ト
に
り
、
　
⊥
L
露
出
什
口
’
㌦
士
冗
つ
お
」
ト
｝
り

な
場
合
に
は
、
・
田
林
所
得
と
は
な
・
つ
す

雑
所
得
と
な
b
ま
す
の
で
税
金
の
計
算

方
法
か
違
っ
て
き
ま
ナ

　
こ
の
ほ
か
、
山
林
を
収
用
ふ
・
、
れ
た
場

合
や
保
安
林
な
と
を
国
有
林
野
と
交
換

し
た
場
合
な
と
に
は
、
山
林
所
得
の
金

壷
の
訂
算
に
つ
い
て
は
特
例
か
あ
り
ま

す
　
山
林
所
得
に
つ
い
て
詳
し
く
は
最

奇
り
の
税
務
署
又
は
税
務
相
談
拳
に
お

尋
ね
く
セ
き
い

マ
イ
カ
ー
と
税
金

　
現
代
は
、
ク
ル
マ
社
会
と
い
わ
れ
る

ほ
と
自
動
申
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く

こ
と
の
て
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
か
、
自
動
車
に
は
と
ん
な
税
金
が
か

か
っ
て
い
る
か
こ
存
し
で
し
ょ
う
か

　
ま
ず
、
自
動
車
に
は
、
国
税
と
し
て

物
品
税
（
乗
用
自
動
車
の
み
）
と
自
動

車
重
量
税
が
、
ま
た
地
方
税
と
し
て
は
、

自
動
車
取
得
税
や
自
動
車
税
、
軽
自
動

亀
税
が
あ
り
ま
す
。

　
更
に
燃
料
て
あ
る
カ
ノ
リ
ノ
に
は
、

国
税
と
し
て
抽
発
油
税
と
地
方
道
路
税

か
、
L
P
カ
ス
に
は
石
油
ガ
ス
税
が
か

か
り
ま
す
　
モ
た
、
軽
油
に
は
、
地
方

税
と
し
て
軽
油
引
取
税
が
か
か
、
士
ト

す　
そ
こ
て
、
自
動
虫
に
関
係
の
あ
る
税

金
の
う
ち
、
物
品
税
と
自
動
車
重
ほ
税

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
．

　
物
品
税
は
、
一
般
的
に
貴
金
属
製
品

や
コ
ル
フ
用
目
㎎
、
、
ピ
ア
ノ
、
乗
用
自
動

喧
な
と
、
t
と
し
て
奢
％
（
し
ゃ
し
）

性
、
娯
楽
性
、
便
益
性
な
と
の
局
い
物

品
に
か
か
っ
て
い
ま
す
　
物
品
税
か
か

か
る
物
品
に
は
、
小
売
店
で
販
売
｝
．
・
れ

る
時
に
課
税
さ
れ
る
も
の
と
、
製
造
し

た
工
場
か
ら
出
荷
ふ
、
㌔
れ
る
時
に
課
税
ぜ
．
・

れ
る
も
の
と
か
あ
り
ま
す
が
、
乗
用
自

動
車
の
場
合
は
、
工
場
か
ら
販
売
会
社

等
へ
出
荷
す
る
と
き
に
課
税
き
れ
ま
す

　
こ
の
場
合
の
物
品
税
は
、
自
動
車
の

販
売
価
格
に
含
ま
れ
、
結
果
的
に
は
、

自
動
車
を
購
入
し
た
人
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
う
ま
す
が
、
二
の
よ
う
な
税
金

を
所
得
税
や
贈
与
税
な
と
の
直
接
税
に

対
し
て
間
接
税
と
呼
ん
で
い
ま
す

　
税
率
は
、
普
通
乗
用
自
動
車
が
二
↑

％
、
小
型
普
通
四
輪
自
動
車
が
一
五
％

と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
次
に
、
自
動
車
車
量
税
は
、
名
称
の

と
お
り
自
動
車
の
重
量
に
費
し
て
か
か

る
税
金
で
す
が
、
車
検
な
ど
の
と
き
に

自
動
車
重
量
税
納
付
書
に
印
紙
を
は
っ

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
な
お
、
自
動
車
重
量
税
の
計
算
方
法

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
叉
は
税

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

　
　
　
　
（
延
岡
税
務
署
・
税
務
課
）

ノ

牧
水
先
生
の
生
涯
田

ヘ

プ
　
牧
水
先
生
は
、
明
治
二
十
九
年
∫

、
月
坪
谷
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し

プ
た
か
当
時
本
町
に
は
高
等
小
学
校
か

へ
な
か
っ
た
の
て
、
母
の
里
の
延
岡
局

ヅ　
等
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
　
高
等

弾
乎
小
学
校
時
伏
の
担
任
の
教
師
が
日
高

一
嵩
先
生
て
先
牛
は
当
時
延
岡
随
一
の

ゴ

ψ
文
庫
家
と
い
わ
れ
た
互
、
、
こ
の
先

飛
島
の
影
響
が
大
・
．
・
い
の
で
は
な
い
か

チ
と
思
わ
れ
ま
す
　
二
年
生
の
二
う
か

　
　
ら
村
井
弦
斉
の
一
小
猫
［
や
【
、
桜
の

　
御
所
一
の
よ
う
な
小
説
を
読
み
ふ
げ

　
る
よ
・
に
・
2
こ
・
重
・
え

磁
器
轍
藷
纈
は

蒔　

ｾ
治
ゴ
、
十
二
年
春
、
高
等
科
三
年

ψ
修
業
し
た
年
に
、
初
め
て
県
・
ヨ
延
岡

　
　
中
学
枚
か
設
⊥
v
き
れ
た
の
て
入
学
試

　
験
を
う
げ
百
名
中
四
番
の
威
績
て
入

痴
し
副
級
長
を
命
せ
ら
れ
・
寄
宿
舎

》
国
費
に
入
垂
歪
器
ぜ
ら

叫
れ
申
議
し
た
。

　に糖

Z
襲
赫
嶺
纏

“
俳
句
を
作
り
は
し
め
ま
し
た
．

蛎
延
岡
中
学
校
の
校
友
会
雑
誌
か
初

モ
め
て
発
行
き
れ
た
の
は
先
生
が
二
三

　
生
の
時
て
し
た
　
そ
の
校
友
会
雑
誌

で
次
の
三
首
か
載
っ
・
」
い
ま
す

　
　
早
春
懐
梅

Ψ
論
の
隻
コ
や
咲
ノ
＼
、
っ
．
日
、
我
庵
の

碍
柴
の
戸
あ
た
り
に
鶯
の
鳴
く

ゴ

ψ｝

　
奢
美
を
h
ま
し
｝
、
」

身
に
纏
ふ
綾
や
錦
は
ち
》
一
、
レ
㌧
や

蓮
の
葉
の
一
」
の
露
も
玉
か
な

　
陰
徳
家

か
く
れ
た
る
徳
を
行
い
顕
れ
ぬ

人
は
深
山
の
桜
な
り
ナ
リ

チー尭テベ　一　発一か＿～ン

　
こ
の
知
歌
が
わ
そ
ら
く
最
初
の
作
“

歌
曇
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
ア
ニ

の
歌
を
時
の
山
崎
校
長
か
激
賞
さ
れ
ハ

た
そ
う
て
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

三
年
生
の
時
初
め
て
新
聞
や
讐
㌦

編
愚
論
ぞ
融
戯
畠
懲

鞍
意
識
篠
醜
盤

し
た
短
歌
の
数
は
五
百
首
を
越
え
て
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

い
ま
す
　
そ
の
中
に
　
　
　
　
　
　
》

山
転
穀
製
鑑
」

バ
配
陣
鎧
鴛
凝
誌

幾
度
か
寝
y
・
・
め
あ
や
し
き
山
の
伯
の
」

固
き
枕
に
秋
の
ζ
き
く
　
　
　
　
　
　
～

　
な
と
郷
里
を
う
た
っ
た
歌
か
随
分

あ
う
ま
す
　
雅
号
の
一
牧
水
‘
は
五

年
生
の
秋
か
ら
使
一
・
て
い
ま
す
か
牧
一

は
母
の
名
、
水
は
尾
水
に
降
る
雨
の
『

水
て
自
分
か
最
も
愛
す
る
二
つ
か
ら

と
一
，
た
と
記
し
て
い
ま
す鴨

り伽

一埆時一一～

町報とうこう
（5）

奉仕作業で

　町内の役職員が、牧水ケ丘公園

の清掃作業を行ないました

　この奉仕作業は、町議会の発集

篇総裁霞稔ゆ
はしめ約80名の出役て、午前8時

から作業を開始しましたが、下刈

’）機の持参者か多く、夏草の生い

繁っていた1．5加の公園内も2時

間後にはすっかりきれいになり、

出役した人も流れる汗に顔をほこ

ろばせていました．

夜間も安心

　　　小野田区の約12KMの街なみ

　　に28基の街灯が設置きれました

　　　これは、商工会青年部が明るい

　　街づくりの一一環として計画、又汀

　　野地区の商店によびかけるととも

　　に5名の設立委員（代表糸平勝美

←　　きん）が推進にあたりました

　　　7月7日に県官　今後の運営は

　　小野田区街灯組合（代表台木三郎

　　きん）が行ないます、

　　　　二の街灯の設置によって、夜間

　　の通行はもとより、防犯に役ぐrつ

　　　としてよろこばれています．

；
享

徳

◆

野

膨
青
協
麗
，
選
勤
慧

今
月
の
う
ご
き
（
8
月
行
事
）

▽
郡
民
体
育
大
会
（
8
月
2
7
日
）

［〉

L
ヤ
ノ
ブ
（
禾
走
）

報

告

　
町
青
年
研
修
会
　
6
月
日
1
7
～
1
8
日

の
両
日
、
町
中
央
公
民
館
て
実
施

　
会
員
相
互
の
友
情
を
探
め
青
年
盾
動

の
飛
躍
、
発
展
を
は
か
る
た
め
て
、
6
0

名
か
参
加
し
ま
し
た
　
1
7
日
は
町
長
を

囲
む
懇
談
会
　
1
8
日
は
早
朝
2
時
間
に

わ
た
つ
郷
国
美
化
運
動
の
奉
仕
作
業
と

し
て
、
空
か
ん
な
と
の
コ
ミ
捨
い
と
郷

一

夏
弾
み
の
非
行
防
止

　
7
月
2
3
日
の
夜
、
鶴
野
内
て
高
校
牛

ゲ
ル
ー
フ
が
単
車
て
暴
走
し
て
い
る
旨

の
通
報
が
あ
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
坪

谷
、
福
瀬
の
生
徒
も
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
夜
間
の
外
出
時
閥
を
過
ぎ
て
い
る
二

と
は
も
ち
ろ
ん
、
父
兄
の
か
た
に
何
と

言
っ
て
外
出
し
て
い
る
の
か
不
明
で
す

が
、
行
動
に
注
意
し
て
く
た
き
い

　
ま
た
、
高
校
生
の
【
た
ば
こ
一
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
一

端
の
兄
さ
ん
気
取
り
に
な
っ
て
い
る
牛

徒
も
い
ま
す
。

　
夏
休
み
中
は
、
高
校
生
に
限
ら
ず
小

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
も
気
分
が
解
放

土
美
化
の
石
板
を
設
置
　
そ
の
後
、
全

体
A
云
を
へ
）
ら
き
、
町
青
協
の
ス
ロ
ー
カ
ノ

を
決
め
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た

　
酪
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ノ

　
　
呼
び
か
け
て
仲
間
を
ふ
や
そ
う
一

　
郡
女
子
研
修
会
　
6
月
2
4
日
～
2
5
日

に
北
浦
町
中
央
公
民
館
て
行
な
わ
れ
、

本
町
か
ら
6
名
か
参
加
し
ま
し
た

　
研
修
会
て
は
、
現
在
の
終
了
育
年
盾

動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
反
省
し
問
題
を

追
求
．
．
ま
た
、
情
報
の
交
換
を
は
か
り

各
青
年
団
の
相
互
理
解
や
親
睦
を
深
め

仲
間
を
｛
や
し
て
今
後
の
青
田
盾
動
の

実
践
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
研
修
し

ま
し
た

（
町
青
協
広
報
部
）

的
に
な
）
い
ろ
い
ろ
な
非
行
の
磯
会
か

多
く
な
り
ま
す

　
そ
の
ほ
か
、
交
通
事
故
や
水
の
事
故

も
ふ
え
て
き
ま
す
の
て
特
に
注
音
し
、

長
い
夏
休
み
を
事
q
、
事
故
の
な
h
た

の
し
い
も
の
に
し
ま
し
一
あ
う
・

花
火
の
取
扱
い
は
正
し
く

　
夕
涼
み
に
線
香
花
火
の
風
景
は
ほ
ほ

え
ま
し
い
子
。
の
で
す
が
、
最
近
の
花
火

は
大
き
な
音
と
高
く
飛
び
上
る
も
の
な

と
技
術
の
高
度
化
に
伴
っ
て
そ
の
取
扱

い
を
誤
る
と
火
事
に
な
っ
た
り
、
す
が

を
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
う
ま
し

た
。
子
供
た
け
て
な
く
、
大
人
も
一
緒

に
な
っ
て
注
意
し
な
が
ら
、
事
故
の
な

い
よ
う
に
真
夏
の
夜
を
楽
し
く
す
こ
し

ま
し
よ
う
．
．
　
（
山
陰
警
察
官
駐
在
所
）
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チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
従
事
者

　
特
　
別
　
教
　
育

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
で
、
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
林
業
作
業
に
労

働
者
を
従
事
さ
せ
る
事
業
主
は
、
労
働

者
に
対
し
安
全
ま
た
は
衛
生
の
た
め
の

特
別
教
育
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の

作
業
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
，

　
該
当
す
る
事
業
主
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
使
用
者
名
簿
を
提
出
し
て
、
労
働
者

に
対
し
て
特
別
教
育
を
受
講
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
　
5
3
年
1
2
月
2
0
日

▽
提
出
先
　
林
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
県
支
部

∵
受
講
日
　
提
出
き
れ
た
名
簿
に
よ
っ

　
　
　
　
て
5
3
年
度
中
に
実
施
き
れ

　
　
　
　
る

マ
〉
問
合
せ
先
　
町
森
林
組
合

公
共
事
業
へ
の

　
　
就
労
希
望
者
に

　
日
向
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
八
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
公
共
事
業
の
最
盛

期
に
入
る
た
め
、
事
業
主
の
求
人
申
込

み
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の

で
、
公
共
事
業
へ
の
就
労
を
希
望
き
れ

る
か
た
は
、
早
目
に
申
込
み
を
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
安
定
所
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
、

　
電
話
　
日
向
曾
四
⊃
一
二
番

　
日
頃
か
ら
注
意
を

①
自
然
は

　
美
し
い

　
し
か
し

げ

㌔
　
’

　
㌃

1
　
　
　
　
　
、

耀
烈
勢

図
書
の
匿
名
寄
贈

　
町
の
奨
学
資
金
で
勉
強
し
、
社
会
人

に
な
っ
た
か
た
か
ら
匿
名
希
望
で
、
町

の
社
会
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
図

書
（
十
四
冊
・
中
学
生
向
）
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
か
た

に
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

町
野
球
の
盆
大
会

　
町
野
球
連
盟
で
は
、
つ
ぎ
の
要
領
で

野
球
の
盆
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
8
月
1
6
日
目
水
）

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ン
ド

▽
参
加
資
格

　
④
連
盟
登
録
チ
ー
ム

　
②
未
登
録
の
場
合
は
、
町
内
に
住
所

　
　
を
有
す
る
者
ま
た
は
町
内
の
事
業

　
　
所
に
勤
務
す
る
者
の
構
成
チ
ー
ム

▽
申
込
期
限
　
8
月
1
0
日

▽
申
込
先
　
連
盟
事
務
局

▽
問
合
せ
先
　
役
場
税
務
課
・
平
野

1…一まちのうごき…！

へ　　　　　　　　　　　　　　！．
1人口6・721人伺1）｝

1　男　3・288人　（÷3）l

l女3・433人（・・！｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1世帯数　1，751　　（⊥2）｝

1　　53年7月1日現在

　　　（　）は対前月比

一一A～母系’

今
月
の
税
金

町
県
民
税

2
　
期

納
期
限
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